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 筆者は、2000 年度より京都にある私立大学に専任教員として勤務、2010 年度に 65 歳で
嘱託（特任）教授となり、2015 年 3 月末に満 70 歳で定年退職した。そして、あれこれ考
えて図表１のような、悠々自適の日課をスタートさせた。本稿では、職場から完全に離れ
た満 70 歳の時点を定年退職と捉える。 
 悠々自適の活動の基本は、①健康のため、1 日 8,000 歩のウォーキングをする、②3，4
つの学会所属を継続し、それらの全国大会にはできるだけ参加する、③新聞・機関誌など
へ年数回投稿する、④趣味の落語を楽しむ、である。これらを踏まえて、2016 年 7 月の時
点で、完成したものである。 
２－２）悠々自適の崩壊 





































































る。施設には、妻が週に 2，3 度、本人は月 2，3 度訪問する。 





長男は地方銀行に勤務、まだ独り身。婚活の一環として、2016 年 5 月本人宅から徒歩 10
分にマンションを購入、一応独立させた。 






本人72歳 妻　66歳 義弟甲64歳 義弟乙62歳
長男39歳 長女36歳 娘婿36歳
出所：筆者作成 孫　2歳半 孫　胎児




孫（胎児）は長女の第 2 子、出産予定は 2017 年 3 月下旬。 





本人は、7 月 27 日名古屋に出張中に突如、一過性全健忘viを患い当夜は名古屋市立大学医学
部附属病院の救急で過ごした。さらに 8 月 5 日急に 38 度の発熱、翌 6 日（土）夜、体温が
下がらず、救急を受診した。その 1 か月ほど前の 7 月 6 日に 2 歳上の実兄をすい臓がんで
亡くして憔悴していたところでもあった。 









 本人の体重は以前 67kg を超えていたが、イクジイ開始直後 64kg に減っていた。この身















 日課の葛藤の結果、自適の日課をことごとく取り下げた。外出 A の市民教養講座にキャ










































































No. 対象者 性別 イクジイ・バアの体験 孫の住まい いずれの孫 孫の育児の内容
1 本人の友人1 男 なし 遠距離 息子孫2人
2 本人の友人２ 男 （今は）なし 遠距離 なし（娘） （娘が2016年に結婚）
3 妻の友人１ 女 あり 車で⒑分 娘 時折保育園送り迎え、見守り
4 妻の友人２ 女 あり 近く 娘 保育園送り迎え、来訪・食事・風呂
5 妻の友人３ 女 あり 電車1時間 娘 出産時手伝い、頻繁に来訪・宿泊
6 近所の奥さん１ 女 あり 車で30分 娘2人孫4人 来訪、見守り、病気看病、
7 近所の奥さん２ 女 あり 遠距離 息子 初～3孫出産時1週間ほど支援
8 近所の奥さん３ 女 あり 車で1時間 娘3人孫8人 来訪、見守り、病気看病、
9 近所の主人１ 男 始まりそう 車で1時間 娘 2016年12月15日初孫出産
出所：筆者作成
　　　　図表４　イクジイ・イクバアに関するアンケート調査結果
イクジイ・イクバアの体験 あり 8 なし 4
育児の対象は 息子の孫 5 娘の孫 3
育児の期間 1年以内 4 3年以上 3
育児のタイプ 同居丸抱え 0 駆け付け支援 7
孫の住まいは 車で1時間以内 5 車で1時間超 3
育児優先 楽しかった 1
育児優先 バテ気味 1






















総務省の統計は、統計法による基幹統計調査として 1976（昭和 51）年より 5 年毎に、国
民生活の質的向上を目指し実施されている。調査は、約 9 万世帯の約 20 万世帯員を対象に、












ランティアなど 3 次活動に移るという常識通りの展開である。 
 さて、同図中の矢印 2 に着目してほしい。これは仕事から、「家事・介護/看護・育児・買
い物」という 2 次活動の範囲内の移動である。2 次活動を、総務省は統計の開始時から一貫
して、「社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動」と定義している。 






















K1 家族的要因（家族や家庭の状況）、K2 経済的要因（家庭の財政、コスト意識）、K3 健康















































                                                  
i 「高年齢者の雇用の安定等に関する法律」（昭和 46 年法 68 号）第 8 条に、「…労働者の定年の定めをす





iii 名古屋市立大学 22 世紀研究所では、世代間格差問題を研究テーマに掲げている。また、我が国の金融
経済政策、中国経済などにも従来から関心を寄せている。 
iv 2014 年国内の医療機関で実施された体外受精は 393,745 件で、47,322 人の子どもが生まれた（日経新
聞 2016 年 9 月 17 日）。単純に確率を求めると 12％になる。 
v 孫の著しい成長ぶりで日々状況は変わるのでこれは 2016 年 8 月現在のものである。 
vi 担当医の診断は、海馬の一時的な機能低下で、結局原因は不明とのことであった。 
vii 昨今話題になっている、自由民主党の憲法草案で新設される第 24 条には「家族は、社会の自然かつ基
礎的な単位として尊重される。家族は互いに助け合わなければならない」とあるが改憲には及ばない。 
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Empirical researches based on self-experiment, interviews and enquetes all conducted 
by the author lead him to advocating a new science of “Retirement Studies”. 
 
The author retired from work at 70 years old and started leisurely days spending time 
for health, relaxation, refreshment etc. as per generally accepted commonsense, but was 
soon mostly forced to suspend it totally in order to help his daughter nurse his 
granddaughter.    
 
Through analysis of experience of his own and information on dozens of retirement 
cases, this paper envisages hypothesis that there might be Original Leisure (OL) of  
the retired in one hand and Collaborative Leisure (CL) on the other. Both are correlated 
as CL=OL + 5K, while 5K stands for 5 potential factors of decision making of leisurely 
daily schedule of the retired, or so long as OL is adjusted by one or some of the 5 factors 
it is transformed to CL, making more satisfactory to both the retired and anyone else 
aside. 
 
The author draws conclusion that the further definition of 5 factors or more, 
information and analysis of each factor, case ₋ by ₋ case retirement studies, its 
dissemination  require newly building a science of “Retirement Studies”.   
 
( tentative translation by the author) 
 
 
 
